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廣

田

律

子

本

は
、
序

に
あ
る
よ
う
に
、
太
田
出
・
佐

仁
史

『
太

湖
流
域
社
會
の

史
學

究
｜
地
方

と
現
地

査
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
｜
』（

古
書
院

二
〇
〇
七
年
）、
佐

仁
史
・
太

田
出
・
稻
田
淸
一
・

滔

『
中
國
農
村
の
信
仰
と
生
活
｜
太
湖

流
域
社
會
史
口

記

集
』（

古
書
院

二
〇
〇
八
年
）
に
續
く

三

目
と
な
る

査

究
の

果
で
あ
る
。

關

す
る

査

究
は
、
太
田
出
代
表
科
學

究
費
補
助
金
基

盤

究
Ｂ
（
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
六
年
）「
淸
末
民
國
期
、
江
南
デ

ル
タ
市
鎭
社
會
の
構

變
動
と
地
方

に
關
す
る
基
礎

究
」

び
同
（
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
一
年
）「
解
放
後
、
太
湖
流

域
農
漁
村
の
『

土
社
會
』
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」、
佐

仁

史
代
表
科
學

究
費
補
助
金
若
手

究
Ｂ
（
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇

〇
八
年
）「
淸
末
民
國
期
、
江
南
デ
ル
タ
農
村
の
地
域
統
合
と
民

信
仰
に
關
す
る
基
礎

究
」
の
一
環
と
し
て
實
施
さ
れ
た
。

こ
の
三

は
、
高

と
し
て
、
す
で
に
複
數
回
書

に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る�１
）。

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
八
十
年
代
か
ら
華
中
華

南
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
民

祭
祀
藝
能
の

究
を
行
な
っ
て
い

四
〇
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る
。
宣

に
關
係
す
る
民

藝
能
と
し
て
は
、
女
神
陳
靖
姑
の
信

仰
と
藝
能

査
の
中
で
「
唱
南
游
」
の
上
演
を
、
ま
た
江
蘇
省
靖

江
市
で
開
催
さ
れ
た
學
會
參
加
の
際
「
靖
江

經
」
の
上
演
を

見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
は
な
は
だ
淺
學
の
身
で
あ
り
恥
ず
か
し

な
が
ら

と
し
て

任
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本

は
、
十
年
に
滿
た
な
い
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
の
方
々
の

惜
し
み
な
い
支
援
を
受
け
、

力

な
現

査

究
を
積
み
重
ね

ら
れ
、
見
事
に

果
が
結
實
さ
れ
て
お
り
、
中
國

究
の
新
展
開

へ
の
可
能
性
と
新
た
な
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
書

を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

本

は
江
南

江
地
域
に
お
け
る
民

藝
能
特
に
宣

を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
、
構

と
し
て
は
第
Ⅰ
部
に
は
解
題
論

四
本
が
、

第
Ⅱ
部
に
は
十
一
名
の
話

か
ら
の
聞
き
取
り

査
の
記

が
、

第
Ⅲ
部
に
は
演

で
あ
る
朱
火
生
氏
の
上
演
に
使
わ
れ
て
い
た
寶

料

び
附

の

料
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。

野
眞
子
「
中
國
江
南
に
お
け
る
宣

の
上
演

況
」
は
、
實

際
の
上
演
の

察
や
、
藝
人
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
江
南

江
市
の
宣

の
特

に
關
し
て
上
演
形
式
、

曲
、
テ
ク
ス
ト
、

藝
の
傳
承
、
藝
人
の
演
技

、
他
の

唱
藝
能
や
地
方
劇
と
の
關

係
、
演
目
等
か
ら

ら
か
に
し
て
お
り
、
結
果

に
江
南

江
市

の
宣

を
中
國
藝
能

究
の
舞
臺
に
上
げ
る
こ
と
に

功
し
て
い

る
。

後
に
宣

承
の
將
來
の
見

し
に
つ
い
て
、

得
力
の

あ
る
根
據
を

げ
て
言

し
て
い
る
。

方
賢
一
「

江
宣

の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
｜
朱
火
生
氏
の

寶

を
中
心
に
｜
」
は
、
か
つ
て
は
人
氣
を
集
め
た
演

で

査

と
特
別
な
關
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
朱
火
生
氏
が
、
上
演
で

使
用
す
る
た
め
に
自
ら
書
き
記
し
た
、
臺
本
と
も
い
え
る
寶

に

つ
い
て
、
そ
の

容
や
形
式
に
他
の
テ
ク
ス
ト
と
比
較
を
試
み
つ

つ

討
を
加
え
、
朱
氏
寶

の
特
異
性
を

ら
か
に
し
て
い
る
。

テ
ク
ス
ト
と
聞
き
書
き
か
ら
、
朱
氏
の
獨
自
の
几
帳
面
で

取
に

富
む
上
演
ス
タ
イ
ル
を
生
々
し
く
展
開
し
て
い
る
。

佐

仁
史
「
江
南
農
村
に
お
け
る
宣

と
民
俗
・
生
活
｜
藝
人

と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
關
係
に
着
目
し
て
｜
」
は
上
演
記

と
聞
き

書
き
の
分
析
を
も
と
に
、
宣

上
演
の
依
賴

、
依
賴
動
機
等
の

上
演
の
場
面
の
變

を

ら
か
に
し
つ
つ
、
宣

と
民
俗
・
信
仰

と
の
關
係
に
つ
い
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
宣

を
支
え
る
ク
ラ

四
一

『
中
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農
村
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民
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太
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流
域
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會
史
口
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｜
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イ
ア
ン
ト
に
つ
い
て
や
生
活

式
や
信
仰
の
變

に

う
無
形

產
の
宣

の
抱
え
る

承
問
題
に
つ
い
て
も
言

し
て
い
る
。

太
田
出
「
太
湖
流
域
漁
民
と
劉
猛
將
信
仰
｜
宣

・

神
歌
を

事
例
と
し
て
｜
」
は
、
新
聞
記
事
・

史

料
・
地
方
志
等
の

料
や
聞
き
書
き
を
も
と
に
、
太
湖
流
域
の
漁
民
の
劉
猛
將
に

對
す
る
信
仰
と
劉
猛
將
に
か
か
わ
る
宣

・

神
歌
の
上
演

（
漁
民
）
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て

ら
か
に
し
て
い
る
。

本

の
各
論
で
は
、
宣

を
上
演
す
る
演

と
上
演

容
、
演

の
經

、
上
演
の
機
會
、
依
賴

、
信
仰

背
景
等
宣

の
傳

承

だ
け
で
な
く
傳
承
を
支
え
受
容
す
る
社
會
と
そ
の
變

に
ま

で
言

し
、
種
々
な
角
度
か
ら
立
體

に
宣

藝
能
を

ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本

に
示
さ
れ
た
微
に
入
り

細
を
穿
つ
臨
場
感
溢
れ
る
聞
き
書
き
と
現
役
の
藝
人
が
使
用
し
て

き
た
膨
大
な
寶

テ
ク
ス
ト
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
壓
倒
さ
れ
る
。
大
變
有

義
な

果
公
開
で
あ
り
、
ま
ず
よ
く

こ
こ
ま
で
收
集
で
き
る
だ
け
の
人

關
係
を
話

と
の

に
築
け

た
も
の
だ
と
感
心
し
き
り
で
あ
る
。

中
國
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
依
然
と
し
て
種
々
な
制
約
が

あ
る
。
特
に
民

信
仰
に
か
か
わ
る

査
は

信
と
し
て
や
り
玉

に

げ
ら
れ
て
き
た

去
の
經
緯
も
あ
り
、

續
し
て
特
定
の
相

手
を
對

と
し
て

査
す
る
こ
と
は
相
手
に
と
っ
て
も

惑
を
か

け
る
こ
と
に
繫
が
る
恐
れ
も
あ
り
、
な
か
な
か
實
現
が

し
い
。

そ
の
中
、
本

は
對

と
の

で
固
い
信
賴
關
係
を
結
ん
だ
上
、

學

な

査
を

續

に
積
み
上
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
分
析

論

が
な
さ
れ
、
結
果
と
し
て
一
地
域
の
特

あ
る
民

藝
能
が

藝
能

究
史
に
位
置
附
け
ら
れ
る
だ
け
の
價
値
あ
る

究

果
を

あ
げ
る
こ
と
に

功
し
て
い
る
。

外
に
メ
ン
バ
ー
の
ど
れ
だ

け
の
努
力
や
人
々
と
の
ご

や
感
動
が
あ
っ
た
か
想
像
す
る
だ
け

で
胸
が
熱
く
な
る
思
い
が
す
る
。
今
後
本
書
で
公
開
さ
れ
た
貴
重

な
口

記

と
寶

料
が
さ
ら
に
活
用
さ
れ
、

究
が
深
め
ら

れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

が
江
蘇
省
の
實
際
の
宣

の
上
演
を
目
に
し
た
の
は
二
〇

〇
七
年
八

靖
江
市
孤
山
鎭
で
の
こ
と
で
、
江
蘇
省
靖
江
市
人
民

政
府
と
東
南
大
學
東
方

究

催
の
「
二
〇
〇
七
中
國
靖
江
寶

國
際
學

討
會
」
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み

ま

れ
て
い
た
。
祭
壇
に
は
神
像
と
宣

に
つ
き
も
の
の

桶
に
籾
が

四
二

『
中
國
農
村
の
民

藝
能
｜
太
湖
流
域
社
會
史
口

記

集
2
｜
』
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滿
た
さ
れ
、
鏡
・
物
差
し
・
鋏
・
灯

が
入
れ
ら
れ
置
か
れ
て
い

た
。
ま
ず
男
性
の
演

が
詠
唱
を
し
、
五
・
六
名
の
人
々
が
唱
和

す
る
形
で

め
ら
れ
、
木
魚
や
鈴
が
鳴
り
物
と
さ
れ
て
い
た
。
靖

江
の
寶

は
、『
中
國
靖
江
寶

』
上
下

龍
紅

（
江
蘇

藝
出
版
社

二
〇
〇
七
年
）
に
收
め
ら
れ
、
神
々
に
關

す
る

容
の

と
民

傳
承
を
題
材
に
し
た
草

と
祭
祀
に
用
い
る
唱

え
ご
と
の
科
儀

に
分

さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
靖
江
宣

が
江
蘇
省
の
非
物
質

產
に
登

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

代
表

な
宣

は
『
靖
江

經
』（
中
國
國
際
廣
播

像
出
版
社

二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
り
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
同

書
に
は
演

の
詠
唱
に
あ
わ
せ
字
幕
が
附
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
收
め
ら
れ
た
演

の
詠
唱
と
『
中
國
靖
江
寶

』
に
收
め
ら
れ

た
寶

が
一
致
す
る
場
合
は
、
七
言
詩

詩
の
韻

の
吟
誦
歌
唱

と
散

の

に
つ
い
て
曲

の

い
等
理
解
で
き
る
幅
が
廣
が

る
。
寶

の
は
じ
め
の
部
分
で
は
、
寶

の
あ
り
が
た
さ
が

べ

ら
れ
、
言

ぎ
が
行
な
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
開
始
部
分
か
ら
寶

の
本

ま
で
、
登
場
人
物
・
場
面
設
定
な
ど
筋
立
て
は
同
じ
で

あ
っ
て
も

言
は
演

に
よ
り
か
な
り

い
が
あ
る
。『
中
國
靖

江
寶

』
の
草

に
は
唯
一
朱
氏
本
に
共

す
る
『
白
鶴
圖
』
が

收
め
ら
れ
て
い
る
が
、

面
は
演

の
脚
色
に
よ
る
差
が
あ
り
、

純
に
は
比
較
で
き
そ
う
も
な
い
と
感
じ
た
。

本

に
よ
れ
ば

江
に
お
い
て
も
演

が
施

や

衆
の
嗜
好

に
合
わ
せ
臨
機
應
變
に
演
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
世
で
一
度
限

り
の
上
演
で
あ
る
か
ら
こ
そ
現
役
時
の
朱
氏
の
上
演
風
景
と
朱
氏

本
が
組
み
合
わ
さ
れ
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
贅
澤
な
こ
と

を
考
え
て
し
ま
う
。
寶

は
、
種
本
は
あ
る
も
の
の
臺
本
と
し
て

使
用
さ
れ
る
の
で
聞
き
手
の
好
み
に
合
わ
せ
て
演

獨
自
の
工
夫

が
加
え
ら
れ
、

集
が
加
え
ら
れ
た
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
テ
ク

ス
ト
と
い
え
る
。
今
後
、
他
地
域
の
寶

と
の
不
易
と
差
異
や
藝

人
に
よ
る
不
易
と
差
異
が
分
析
さ
れ
、

性
と
特

が

ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
が

ま
れ
る
。
さ
ら
に
民

信
仰
と
の
關

に
も

目

り
し
た
分
析
が
行
な
わ
れ
、

方
言
地
區
で
流
行
す
る
地
方

劇
や
曲
藝
等
種
々
の
民

信
仰
と
結
び
つ
い
た
藝
能
と
の
比
較
に

よ
り
、
影

關
係
の
解

の

展
に
繫
が
る
と
考
え
る
。

寶

が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
の
か
立
體

に
把
握
す
る
た

め
に
、
宣

の
實
際
の
演
唱
に
際
し
て

字
テ
ク
ス
ト
に
附
さ
れ

四
三

『
中
國
農
村
の
民

藝
能
｜
太
湖
流
域
社
會
史
口

記

集
2
｜
』
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る

訓
に
つ
い
て
、
言
語
學

點
か
ら
の
分
析
、
流
行
を
踏
ま

え
て
地
方
劇
や
他
の
曲
藝
か
ら
臨
機
應
變
に

入
さ
れ
る
演
唱
の

曲

に
つ
い
て

學

點
か
ら
の
分
析
も

ま
れ
る
。

宣

に
缺
く
こ
と
が
で
き
な
い
祭
祀
に
關

す
る
こ
と
が
ら
、

つ
ま
り
祭
場
や
祭
壇
の

子
、
實
際
の

作
や
唱
え
ご
と
、
招
へ

い
さ
れ
る
神

名
、
願
掛
け
願
ほ
ど
き
の

容
、
供
物
、
施

の

役

、
宣

を
聞
く
人
々
の

子
等
に
つ
い
て
の
言

も

ま
れ

る
。演

と
し
て
の
す
べ
て
を
傾

し
た
臺
本
の
公
開

を
許
し

て
く
だ
さ
っ
た
朱
火
生
氏
に
は
、
こ
の
本
の
讀

と
し
て
感
謝
の

念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
が
、
朱
氏
か
ら
五
年
以
上
に
わ
た

っ
て
聞
き
書
き
を
積
み
重
ね
さ
れ
て
お
り
、
質
量
と
も
に
膨
大
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
朱
氏
の
口

記

か
ら
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
ま
と
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
す
る
。

本

の

の
力
量
を
鑑
み
れ
ば

求
の
レ
ベ
ル
は
さ
ら
に
上

が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
後
に
續
く

究

の
目
指
そ
う
と
す
る
到

點
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
か
ら
で
あ
る
。

（
Ａ
５

、
四
四
八
頁
、
二
〇
一
一
年
七

、

古
書
院
、
四
五
〇
〇
圓
（

別
））

註�１
）

一
・
二

目
『
太
湖
流
域
社
會
の

史
學

究
｜
地
方

と
現
地

査
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
｜
』

び
『
中
國
農
村
の
信
仰

と
生
活
｜
太
湖
流
域
社
會
史
口

記

集
』
の
書

は
、
水

涼

一
に
よ
り
『
集
刊
東
洋
學
』
第
九
十
九
號
（
中
國

史
哲

究
會

九
四
�一
〇
三
頁

二
〇
〇
八
年
）、
森
正
夫
に
よ
り
『
史
學
』
第

七
十
八

第
一
・
二
號
（
三
田
史
學
會

一
七
一
�
一
九
九
頁

二
〇
〇
九
年
）、
田
村
和
彥
『
中
國

究

報
』
第
六
十
三

第

九
號
（
一
般
社
團
法
人
中
國

究

三
二
�三
四
頁

二
〇
〇

九
年
）、
三

目
の
本

の
書

は
、
瀨

宏
に
よ
り
『
中
國

究

報
』
第
六
十
六

第
十
二
號
（
一
般
社
團
法
人
中
國

究

四
二
�四
六
頁

二
〇
一
二
年
）、

部
健
に
よ
り
『
社
會
經
濟
史

學
』
第
七
十
八

第
四
號
（
社
會
經
濟
史
學
會

六
二
九
�六
三

一
頁

二
〇
一
三
年
）
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

四
四

『
中
國
農
村
の
民

藝
能
｜
太
湖
流
域
社
會
史
口

記

集
2
｜
』


